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要旨（和文 2000字程度） 
Thesis Summary （approx.2000 Japanese Characters ） 

本論文は「原子力発電所の廃止措置のための放射化放射能評価信頼性向上の研究」と題し、以下の７つの章で構成されている。 

第１章「序論」では、国内の原子力発電所を取り巻く状況を説明し、今後国内において廃止措置事業が増大していくことを説

明し、安全かつ合理的な廃止措置の計画及び実施における放射化放射能評価の位置づけと重要性を示している。また、国内にお

ける原子力発電所及び研究炉の既往の研究を調査し、従来の評価方法における課題の抽出を行っている。従来の評価方法では、

結果に過小評価発生しているものがあること、信頼性の確認が行われていないことなどの他、評価対象施設における放射化放射

能分布の特徴などに対する理解や考察などがないという課題があった。これらの課題に対応し、本研究において評価の信頼性の

向上を図っていく研究の意義と目的が示されている。  

第2章「金属箔を用いた中性子束の測定方法の改善」では、金属箔を用いた効果的かつ合理的な中性子束分布の測定方法を提

案、実施し、その効果を検証している。提案した方法では、評価対象範囲の機器等の配置や建屋の構造から、中性子束分布の特

徴を定性的に予想し、特徴が観測できる場所に金属箔を設置する。また、中性子吸収のエネルギー感度の異なる３種類の金属箔

を用い、エネルギー依存の中性子束の測定を可能としている。ここでは、金属箔による中性子束測定の方法、金属箔の設置箇所

の選択理由及び測定結果について述べている。 

第3章「格納容器内の3次元中性子束分布計算」では、格納容器（PCV）内の3次元中性子分布計算を、決定論的3次元中性子輸

送計算コードTORTを用いて実施している。計算対象の範囲は、計算機資源の制約の下、着目する中性子束分布の特徴の観察が可

能であるように設定し、3次元中性子束分布計算の計算モデル、計算条件及び計算結果について順に述べている。計算結果では、

PCV内の中性子束分布について特徴的な現象に関する考察及び実測値との比較が述べられている。また、後述の通りPCV内の放射

化放射能計算では、中性子分布は2次元計算を用いることとしているが、この理由と共に3次元計算の利点及び欠点並びに実施上

の留意点について言及し3次元計算の意義について明らかにしている。 

第4章「原子炉廻りの2次元中性子束分布計算の信頼性向上」では、原子炉廻りの2次元中性子分布計算を、決定論的2次元中性

子輸送計算コードDORTを用いて実施している。ここでは、計算結果が設定した信頼性を満たすまで計算モデル及び計算条件の変

更（改善）を行うこととし、その経過を説明し、目標とした信頼性を達成した計算結果を示している。計算モデル及び計算条件

の改善では、金属箔を用いた中性子束の測定及び3次元中性子束分布計算の結果の観察により得られた知見を参照し、分布の特

徴を再現する計算モデル化を行っている。 

第5章「2次元及び3次元の接続計算による主蒸気配管トンネル室内の中性子束分布計算」では、生体遮蔽壁（BSW）の貫通配管

によるストリーミングと隣接する主蒸気配管（MS）トンネル室内の中性子束分布を計算するために2次元と3次元の中性子輸送計

算コード（DORTとTORT）の接続計算を実施している。計算の信頼性は、MSトンネル室内に設置した金属箔による測定値との比較

により検証している。ここでは、接続計算の手順、計算モデル、計算条件及び計算結果を順に述べている。ストリーミングとMS

トンネル室内での中性子拡散現象を同時によく再現させるため、角度分点セットについてのパラメータサーベイを実施し、計算

結果の信頼性に関する角度分点の依存性について検討するとともに、MSトンネル室内の中性子束分布の特徴について考察してい

る。また、得られた中性子束分布を用いて、「放射性物質として扱う必要のないもの（Non-Radioactive materials : NR）」の

境界（NR境界）を評価し、NR境界は、BSWの内部にあり、MSトンネル室内の構造物は内部に2次的汚染のあるMS及び給水管を除き

すべてNR物であることを示している。 

第6章「時間依存の放射化放射能分布計算の手法の開発と整備」では、空間的分布と時間依存の減衰を示す放射化放射能につ

いて、信頼性があり、利用のための参照が容易な情報提供を可能とする手順を開発しその利用について述べている。ここでは、

放射性核種の生成と崩壊のメカニズムに着目した合理的な計算方法を開発し、時間依存の放射化放射能分布計算に適用し、原子

炉廻りについて評価した放射化放射能分布、放射能レベル区分分布及び廃棄物の処分区分の分布を示すとともに、時間依存の中

性子束分布の廃止措置工事の計画立案への適用について提案している。 

第7章「総括」では、以上の各章で得られた成果を総括し、結論を述べている。 
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要旨（英文 300 語程度） 
Thesis Summary （approx.300 English Words ） 

Reliable information of radioactivity inventory, which is resulted from the radiological 
characterization, is important to plan and to promote decommissioning in effectiveness and 
safe. The information is referred to by planning the decommissioning strategy and by the 
application to regulator. Reliable information of radioactivity inventory can be used to 
optimize the decommissioning processes. In order to perform the radiological characterization 
reliably, we improved a procedure of an evaluation of neutron-activated materials for a 
Boiling Water Reactor (BWR). Neutron-activated materials are calculated with calculation 
codes and their validity should be verified with measurements. The evaluation of 
neutron-activated materials can be divided into two steps. One is a distribution calculation of 
neutron-flux. Another is an activation calculation of materials. The distribution calculation of 
neutron-flux is performed with neutron transport calculation codes with appropriate cross 
section library to simulate neutron transport phenomena well. Using the distribution of 
neutron-flux, we perform distribution calculations of radioactivity concentration. We also 
estimate a time dependent distribution of radioactivity classification and a radioactive-waste 
classification. The information obtained from the evaluation is utilized by other tasks in the 
preparatory tasks to make the decommissioning plan and the activity safe and rational. 
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